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男と女の距離（ディスタンス）

弾射音




５




　男は隣のベッドに目をやった。女の右手が羽毛布団からはみ出ている。男の左手は二秒間迷ったが、結局その手に触れた。女の右手がピクッと震える。そして羽毛布団の中に潜り込んだ。男の左手はそれを追った。そして、女の太ももの表面に到達した。

　男は女の太ももを下から上へ愛撫した。

　やめて。女のかすかな声が聞こえてくる。どうして？ どうしてもなの。今はやめて。今が嫌なら、いつならいいんだ。男の声は苛立ちを露わにしていく。また今度ね。また今度って、今夜はどうしても嫌ということか。疲れてるのよ。どうして疲れる理由がある？ 僕は君を働かせていないだろう？ 一日中好きなことをさせているはずだ。遊び人だけど、遊び人なりに苦労があるのよ。理解できないな。学生時代の知り合いとか、近所のこととか、いろいろあるのよ。だから、僕がこの手で慰めようとしているじゃないか。だから、今は駄目なの。始まったのか。いいえ。先週終わったばかり。だったらなんの障害がある？ あるのよ。それは君の自分勝手な主観だろう。そうよ。あたしは自分勝手よ。でも、人並みの女らしく、自分を守りたいの。それは、僕から自分を守るということか。そうじゃなくて。否定したってごまかせないぞ。何が不満だ？ 不満はないわ。ただ、もう少し一人で考えたいだけ。好きにしろ。男の左手は女の太ももをまさぐるのをやめた。

　男が溜息を洩らす。女はそれに反応して小さく声を出した。なんだ、何が問題だ。何でもない。言ってみろ。このままじゃ気になる。じゃあ、言うわ。溜息はやめて。なんだと？ 君が僕に溜息をつかせるんだ。ごめんなさい。別に謝ることはないけどさ、僕は溜息さえ自由につけないのか。ごめんなさい。僕を束縛するのか。ごめんなさい。自由にさせているだろう。好きなだけ本を買っているじゃないか。ごめんなさい。気に入らないな。どうして僕だけ束縛される？ もうやめて。あたしは束縛してない。束縛してるのはあなた。男は怒りを露わにしようとしたが、理性でそれを抑え込んだ。そして、再び溜息。今度はいくぶんわざとついた溜息だ。だから、溜息はやめてと言ってるのに。どこが悪い？ 君がこんなじゃなかったら、僕だって溜息もつかないんだ。ごめんなさい。あたしが悪かったから、今夜はこれでおしまいにして。何をおしまいにするんだ。おしゃべりよ。明日の仕事に響くわよ。若いんだ。少々の夜更かしなんか、何でもない。でも、あたしには響くの。あなたは低血圧な分、夜は強いけど、あたしは早起きだから。別に早起きを強制しているわけじゃない。好きなだけ寝坊すればいい。でも、そうしたら朝食の支度は誰がするの？ 朝食なんか、出来合いの惣菜や菓子パンでいい。そんなことを言うけど、あなたは朝食が一日で一番大事っていつも言ってるじゃない。だから、言葉の綾だよ。一日ぐらい、朝食が出来合いのものでもいいと言ってるんだ。さすがに毎朝では僕も嫌だ。それに、僕は君をそんな主婦にしつけたわけじゃない。あなたは妻をしつけるの？ だから、これも言葉の綾なんだ。男は上体を起こした。しばらくそのままでいた。それからおもむろに立ち上がり、キッチンへ行って缶ビールを持って戻ってきた。女が顔を上げて男のほうへ目をやる。今から酒盛り？ 悪いか。二日酔いにならないように気をつけてね。僕がそんな間抜けに見えるか。いいえ。おやすみなさい。ちょっと待て。なんだか気に障る言い方だな。別に、普通におやすみなさいと言っただけじゃない。いや、なんだか嫌みか当てこすりに聞こえる。お願いだから、難癖つけないで、一缶でビールをやめにして寝て。僕のどこが難癖だ。ごめんなさい。難癖じゃないわね。言い過ぎました。しょうがないなあ。少しは言葉に気をつけろよ。はい。

　女は寝返りを打ち、男に背中を向けて目を閉じた。浅く速い呼吸が始まる。吸気が長く、呼気が極端に短い呼吸。その音が聞こえてきて、男は再びいらいらする。まるで、連続で溜息をついているような呼吸だ。しかもわざとやっているような。しかし、男はもう何も言わなかった。これ以上、難癖をつけていると難癖をつけられてはたまらない。俺の言っていることのどこが難癖なのだ。男は缶からビールを一口啜った。そして愛人を思い浮かべた。今のところ、愛人は難癖をつけていない。若いが社会経験の豊富な女だ。俺の妻とは大違いだ。高尚な文学を読んでいるばかりでは、どんどん世間知らずになってしまう。どうして本を読むばかりで行動に出ないのだ。男は苦々しげに女のベッドを見やった。そして、いつの間にか缶が空になっていることに気づいた。舌打ちをして立ち上がり、再びキッチンへ行って空き缶をゴミ箱に捨てた。男が舌打ちをしたとき、女は振り返って男のほうを見たが、男は既にベッドルームを出たあとだったので男には見つからなかった。あの人はまた、難癖をつけるだろう。あたしが非難めいた目を向けたと言って。そして、あたしが難癖をつけたと言ってあたしに難癖をつけるのだ。こんな堂々巡りの生活を、一体いつまで続けなければならないのだ。

　空き缶を捨てると、男はその足でバスルームに行った。派手な放尿。そのことで、それまでうっすらと残っていた勃起の名残も完全に失せてしまう。男は便座に向かったまま再び舌打ちをした。大きな音を伴う舌打ちだ。もちろん、だからといってベッドルームまで聞こえるわけじゃない。だが、いっそ聞こえた方がよかったのかもしれないと、半ば自暴自棄で考えた。

　ベッドルームに戻る。女は羽毛布団にくるまって、その下で縮こまって寝ていた。まるで男の攻撃をかわすかのように。まるで男の手を拒否するかのように。

　吸気が長く、呼気が極端に短い呼吸が延々と続いている。




〈続く〉


野毛者（のけもの）艶歌

笛地静恵

（その１） １－２・




　いろいろと言われているにしても、健狼（たけろう）先輩は、この店では唯一、親方の代わりとして、羅麺（らあめん）を茹でることができる存在だった。湯切りを許されている。

　犬治は、その技術には、一目置いていた。

　豚造（ぶたぞう）親方によれば、健狼の境地に立つまでには、どんなに早くとも、三年はかかるという。何にしても、どんくさい犬治（けんじ）では、五年以上はかかるだろう。

「お前は、人骨ですらない、ポンコツだ」

　豚造親方に、そう鼻を鳴らして、正面から笑われたことがある。

　あるいは十年でも、無理かもしれない。それまでは、健狼先輩に尻尾についていこうか。幸い、目をかけられている。少なくとも損にはならないだろう。

　健狼先輩が、家庭の事情で、上級の大学に行けなかったといううわさを、豚たちから耳にした。受験戦争には合格したのだ。そんな頭の持ち主なのだ。だから、健狼の指示は、鋭くて的確なのだ。

　たとえば、今日は混雑しそうだと予測する。あらかじめ、食器を大目に洗っておく。

　たいてい当たった。

　事前に準備しておいた。作業が間に合った。洗い場が混乱することがなかった。犬治は、焦ると間違いが増える。親方に叱られる。また間違いをする。悪循環に陥る。そうならないで済んだ。

　健狼の命令に従って動く。それで、間違いはない。こんなことができるのは、店では先輩だけだった。

　もともと犬治は頭のいい毛者（けもの）を尊敬するたちだった。

　自分は勉強嫌いだ。何もわからない。教室の席に座っている時間が、退屈だった。長かった。眠るしかすることがなかった。あんなことを忍耐強くできるならば、さぞかし意志が強いに違いない。

　犬治には、もっとも欠けているものだった。

　犬治は、かろうじて読み書き計算だけは、個児院の先生に、鞭でたたかれて、泣きながら覚えた。そのときは、殺したいほど憎んだが、今となっては感謝している。生きていくために、最低限必要だと言われた意味も、分かる。

　頭の良い健狼先輩に憧れている。一度ぐらい食われてもいい。できる限り、ついていこうかと思った。

　しかし、健狼の先輩にさえも、予想外の事態が起こった。

　今日の午後に、西山岳市の羅麺店から出火した。その分の客までが、【豚亭】に回ってきた。運が悪いことに、親方が業界の会議で南山岳市へ出かけているときだった。

　先輩を中心に、なんとか回転させた。

　深夜まで大混雑だった。長い列が店を取り巻くように並んだ。

　終わった時には、犬治の遠い西山岳市の下宿までの終列車は、とうになかった。先輩の家は、東山岳市の中にある。その方角には、まだかろうじて乗り合い天気輪人間電気馬車の便があった。

　犬治は、先輩の家に泊まることになった。

　七匹の豚の弟子たちが、意味ありげな目つきで見送った。彼らは、店の寮に泊まるのである。たとえ空き室があっても、犬治のための部屋は、そこにはなかった。

　犬治は覚悟を決めた。何があっても、一晩だけのことだ。口を噤んで我慢すればいいのだ。今までは、いつもそうしてきた。

　電車は、東西南北の山岳市の海岸線に沿って走っていく。遠浅の海底には人類の築いた都市が沈んでいる。沖合には、特に高層の建築部の最上階の部分が、いくつか頭を出していた。青い月に光っている。かつての惑星型宇宙船【地星】の支配者だった種族だ。

　大きな駅の南口を出た。反対の駅の東口の方角が、古くからの繁華街であるという。西口はひっそりとしていた。灯りもまばらだ。

　陸橋で線路を渡った。天気輪人間馬車の光る屋根が、月光をきらめかせながら遠ざかっていく。駅の照明が消えていく。

　山の斜面に掘られた道を歩く。頂には天気輪発電の鉄塔が並んでいる。人間の時代から古い街道であったという。風が強かった。針に刺されるようだ。顔に痛い。犬治は外套の赤い頭巾を深くかぶった。先輩は負けていない。どんどん歩いていく。

　道のほとりに石の六地蔵があった。先輩が手を合わせた。犬治もそれをまねた。

【地星（ちせい）】は内部の生き物のすべてを観察している。何もかもわかっている。それなのに、なぜ、このように、いろいろといざこざが、起こるのだろうか。犬治は尾てい骨に手を触れた。痛かった。

　惑星型宇宙船【地星】は、愛の存在だという。

　もしかして憎しみの精神が宿っているということは、ないのだろうか。

　汁の中の人間の頭蓋骨が犬治の脳裏に浮かんだ。黒い眼窩が笑っている。

　人間は巨大だ。犬治は、人間牧場で全身を見たことがある。あれは店の研修旅行の時だった。食材の現物を見せておこうという、豚造親方の肚らしかった。

　人間は、毛者（けもの）たちの数倍はある。雄の去勢された股間も見上げた。つけておくと肉が固くなるからということだった。あれば、どのぐらい大きさなのか。想像した。

　あんな巨大な生物の文明が、絶頂から転落した。

　夜空を壮大に横断している衛星の白銀の無数の破片も、人間が滅亡した古代の戦争で、破壊されたものだ。珍しくもない。あることすら忘れている。

　人間は、あれほどの力を、どうしてみんなの暮らしを楽にする方向に、使えなかったのだろう。謎だった。

　今では人族は、毛者たちの家人（かじん）として、かつがつ種としての命脈を維持している。

　いったい何があったのだろう。何もわからない。

　石の地蔵も沈黙している。

　途中、道よりも石の階段が、数段分も高いところに、古い古い雑貨店があった。天気輪発電の光る素材ではなくて茅葺（かやぶき）屋根だった。珍しい。

　そこで先輩は、最低限必要な日用品を入手した。犬治用の歯磨きなどだ。食う物と飲み物はあるという。それでも、売れ残りで値引きされていた刺身の盛り合わせを買った。魚介類の鮪も烏賊も蛸も鮭もある。豪華な一品だった。

　惑星型宇宙船【地星】は深い九つの海に囲まれている。海の産物は豊かだった。海の果てにあるという外周の鉄囲山を見たものはいない。

　犬治は初めての道だ。先輩の家への夜道は、暗く遠く感じられた。心細かった。家が少なくなっていく。代わりに田畑の面積が広くなっていく。灯りはほとんどない。ここならば、健狼に殺されて食べられてしまっても、だれにもわからないかもしれない。

　犬治は下履きの衣嚢（いのう）の護身用の短刀に指を触れていた。いつでもどこでも取り出せるようにしてある。自分の身は自分で守る。

　少し坂を上る。林の中の一軒家である。見えるところに家の灯りはなかった。古くて、どこか不気味なところがある。

　玄関を入ると通路がある。右手の壁の向こうに台所がある。食器類が多い。どこもかしこも、整理整頓が行き届いていた。人間用の大きな包丁が、包丁立てに二本、青く光っていた。

　左手に脱衣所と便所と風呂。通路の正面に居間がある。その左手が六畳間の寝室である。扉が少し開いている。中が覗けた。布団が敷いてある。

　壁から青白い光が発している。畳から布団までを照らしている。部屋に不似合いなほどの大きな南海魚の水槽があった。健狼（たけろう）の趣味なのだろうか。何か合わない気がした。

　空気は先輩の体臭に染まっている。犬治（けんじ）は敵の巣に入り込んだ気分だった。警戒を怠らなかった。

　部屋は、雄の一獣（ひとけもの）暮らしのわりには、片付いている方だ。犬治の部屋など、本で足の踏み場もない。ここは床の面積が広い。目立つ芥（ごみ）もない。

　居間にはどこの家にもある電影機がなかった。代わりに本棚がある。羅麺（らあめん）などの料理の本が並んでいる。惑星型宇宙船【地星】の東西南北の四つの大陸を代表する人肉料理の本もあった。机もある。先輩が勉強しているのだ。

「まあ、ゆっくり、してくれ」

　座布団をすすめられた。その端に座った。あたりを見回していた。

「何か、晩飯を作ろう。その間に、風呂へ、入るといい」

「いいんですか」

　きたなと思った。

「遠慮することはない。仕事の仲間だ。知らぬ仲じゃない」

　すでに自動で湯が沸いていた。携帯の電脳時計で、外部から時間や温度の命令ができる。天気輪発電の動力を活用している。最新鋭の設備だった。

　犬治は、脱衣所で服を脱いだ。他の毛者のいるところで、全裸になるというのは、勇気がいる。無防備になるということだ。緊張する。一種の性的な体験だった。

　先輩は、台所に立っている。まな板に軽快な包丁の音がしている。下履きの短刀を取り出しやすいところに移動した。行くところまで行ってやる。そう思った。




〈つづく〉


notte del ciroのメイキング

murbo




　循環するビデオ#4 KUKUIの制作の前にもう一曲、notte del ciro〈サーカスの夜〉という曲にも絵をつけてみることになり、こちらは簡単に静止画を若干揺らす程度のものを数枚で繋ぐ予定です。

　サーカスの夜とはなにか。まぁ、わからないのだが、曲の感じとかタイミングだけを追ってカットを割る予定。それはノンムービーであり、ミュージックビデオ的じゃないか、音楽に合わせるのでミュージックビデオそのものなんだけど、できれば小さくとも映画的でありたいと思いつつ、粘っこいスケジュールで全然終わらない仕事の合間にちょいちょい描いている絵の一部が今回の絵です。



　ここまでコンテ無しで描いていたので自分でも何枚必要なのかわからないままで、またも粘っこいスケジュールで全然終わらない仕事の合間にそれなりに出来上がっている分だけ曲に当ててみると全く枚数が足りていないので、無理やり合わせてそれでも足りないので足しました。足したものはそのへんの紙に描いたので全く完成していないです。そのうち描きます。



　描くだけでなく、映像として作り込んでもいて、そこで尺稼ぎといいましょうか、まぁ、なるだけ絵を作って時間が持つように、持つかどうかではなく内容で作らないといけないんですけど。





既刊本紹介


【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記

　今回もバタバタです。余裕は気持ちからですね！


北極大陸　第73号

2021年4月1日発行

編集、レイアウト、各トビラのイラスト、コラージュ、レイアウト／murbo

発行／電子パブ

各作品の権利は各々の著作者に帰属します。
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